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第3次定員削減について
昭和50年 7月24 日行政監理委員会が， 昭和50年
度を初年度とする国家公務員の第 3 次定員削減計
画について， 計画を繰り上げ実施し， 5 1年度にお
いても50年度並みの厳しい削減を行うべきである
との提言を行政管理庁長官に行ったという新聞報






























表1 東京大学， 名古屋大学， 京都大学における
教育実習履修学生数の年次推移
ょで1 東 京大 学 ｜ 名古屋大学 ｜ 京一
昭和 44 172 人 162 人 272 人
45 190 124 327 
46 298 251 408 
47 226 258 343 
48 318 288 358 
49 322 308 384 
50 313 342 415 
備考1 東京大学 ， 名古屋大学では， 教育実習の一部
を附属学校 に 委託している。備考2 上記のほか昭和50年度 に おいて九州大学 198






なかった。 すなわち， 昭和25 年度以来1 9年間は教
育実習のすべてを京都市内の協力学校で実施する
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で教育実習 をうける 学生の割合も 減少しつつあ
る。（表2 参照） これは教員養成制度の行財政的
不備などに起因して全国的にたどっLてきた傾向で








善されてきた。 しかし， 例年， 理科系の取り止め

















力校 品I＆�襲撃 内し近た畿学生で実数 習と年度 % 
昭和 人 校 校 校 。校 人 （必）25 40 8 4 4 1 40 (100.0 
26 158 13 5 8 。 1 158 000. 0) 
27 ?24 22 5 17 。 1 324 (100. 0) 
28 266 26 4 22 。 1 266 (100. 0) 
29 373 31 4 27 。 1 373 (100. 0) 
30 460 38 10 28 。 1 460 (100. 0) 
31 346 36 10 26 。 1 346 (100. 0) 
32 276 33 10 23 。 1 276 (100. 0) 
33 250 29 10 19 。 1 250 (100. 0) 
34 202 23 6 17 。 1 202 (100.0) 
35 184 24 7 17 。 1 184 (100.0) 
36 142 18 7 9 2 3 142 (100. 0) 
37 126 22 11 9 2 3 126 (100.0) 
38 166 22 11 9 2 3 166 (100. 0) 
39 193 28 15 11 2 3 193 (100.0) 
40 288 36 15 19 2 3 288 (100. 0) 
41 322 45 17 26 2 3 322 (100. 0) 
42 351 52 17 33 2 3 351 (100.0) 
43 341 53 17 34 2 3 341 (100.0) 
44 272 91 59 30 2 18 253 ( 93.0) 
45 327 123 73 49 1 26 286 ( 87.5) 
46 408 190 119 70 1 32 343 ( 84.1) 
47 343 134 82 50 2 30 287 ( 83.7) 
48 358 179 106 70 3 27 297 ( 83.0) 
49 384 238 153 82 3 41 300 ( 78.1) 
50 415 258 184 71 3 43 224 ( 54. 0) 











内 訳 1 ｜ 内 訳 2
申込数 ｜実施数 I �副 文 科 系 ｜ 理 科 系 ｜ 京都地区学校 面三土 生
申込数 ｜実施数1��� 1申込数｜実施数l��＊I申込数｜実施数I�め会 ｜申込数｜実施数匠め主
人 ｜ 人 I (%) I 人｜ 人I (%)1 人｜ 人I (%)1 人｜ 人｜ （%）｜ 人｜ 人｜ （%）421 I 343 I <1s. 5）川 164 I 139 105.2)1 257 I 204 1 (20.6)1 221 I 197 ICl0.9)1 200 I 146 1<21. 0) 
423 I 358 I (15.4) I 163 I 146 1<10.4)1 260 I 212 1<18. 5)1 233 I 192 107.6)1 190 I 166 102. 6) 
421 I 384 I C  8.8) I 163 I 152 I< 6. 7)1 258 I 232 1(10. l)I 71 I 67 I< 5. 6)1 350 I 317 I< 9. 4) 
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表4 年度別実習学校種別と実習学生数
履学 生修数
寸品.，＿一 校 種 �lj 1 良一品「4 校 種 Bリ 2 年 度 京実 都習地学区生学校 数 ｜｜ 実 出習身学学生 校 数 学中学 校生 実 習数 ｜｜ 学高等学生校 実 数習 I 養学 護学生校実 数習昭和 人 人 （必） 人 （%） 人 (%) 人 （%） 人 （必）47 343 197 (57.4 146 (42.6 144 (42. 0) 189 (55.1 10 ( 2.9 
48 358 192 (53.6) 166 (46. 4) 142 (3白.7) 204 (57.0) 12 ( 3. 4) 
49 384 67 (17.4) 317 (82.6) 94 (24.5) 283 (73.7) 7 ( 1. 8) 
50 415 66 (15. 9) 349 (84.1) 83 (20. 0) 325 (78.3) 7 ( 1. 7) 
表5 年度別教科別実習学生数
年度｜ 中 学 校 ｜－ 高 等 学 校 I ,-I諜国語｜社 会｜ 矧 数学｜理科｜ 国 語 l �＊l i� I 地 理｜ 復基｜ 英語｜ 仏 語｜数学｜物理 ｜ 化学｜生物 同学 段業 ｜学校��！ 1引 1引 1れ 5引 4剣山 1� i 11'1 i'I 1列 �I 引 副 l引 2� i lナ： �I引J
48 I 8 I 17 17 49 I 51 7 20 I 21 I 2 I 12 I 23 I O I 61 I 16 I 20 I 18 I 2 I I 
49 I 7 I 19 I 14 I 25 I 29 I 17 I 34 I 19 I 0 I 13 15 1 85 I 36 I 43 I 18 I 2 I 0 I 7 
表6 年度別学部別教育実習履修学生数






自表7 年度別学部別卒業学生数・教育実習履修学生数｜ ｜ 文 ｜教 育｜ 法 ｜経 済 ｜ 理 ｜ 薬 ｜ 工 時段 （ 合 計年 度｜翠ヨ夏｜藷直喜｜譲｜震｜豪閣一言l�， I藷！翠 ｜言語翠閣葱｜議 ｜ 喜昭和 ｜人 ｜人（%）｜人｜人（%）｜ 人灰（蕗）戸内列珂ス煽同開）同｜励）I 丈（別 人 内初
I 1911 95 I 511 26 I 2881 7 I 2091 11 I 2831 113 I 781 6、 I 9341 47\ 1 26引 38 I 2. 301 1 343 I 1 (49.η I 1 (51.0)I I ( 2.4)1 I ( 5.3)1 1 (39.9)1 IC 7.7)1 I ( 5.0)1 ' I 14.2 I I 
I I 35 1 4 I I 14 I I 116 I I 11 I I 40 ' I 45 I i 358 必I 1961(42. 3 I 381 92. l)I 340 ( 4. nl叫（ 6.9)12461<47.2)1 741 (14.9)1 部門4.5) 2111<16.3) I 2. 2581(15.9) 
叩11(51 ��）I 381 (86古川 2おド25J< 5��）J 242J c4i��）I 68j03J)l 855 < 6��）l 232l<21:i)J 2. i���） 
備考教育実 習履修学生は4 回生 以上の学部学生だけでなく ，大学院学生 ，聴講生 も 含まれているので， 表 7の勿
はおおよその傾向を示すに とどまる。特に 教育学部の場合は教育職員免許状取得のための聴講生が多いので，
高率を示しているが，学部学生だけを見ると約50%前後である。（表8参照） なお，医学部学生 で教育実 習を履修した者はなかったので， 表には含まれてい ない。
表8 昭和50年度学部別， 学部学生・大学院学生・聴講生別， 教育実習履修学生数
ぷ？｜ 文 ｜ 教 育 ｜ 法 ｜ 経 竺L 理 上竺J 乙 段 ｜ 文科系｜理 土れヱ（｜ 人｜ 人｜ 人｜ 人｜ 人 人 人 人｜人 （%）1人（%）人（%引学部 学 生｜114 I 22 I 12 22 I 97 1 22 35 1 10(51. 4)1161(48. 6）同1( 79.8)1 
大学院学生｜ 5 ' 3 I 0 0 I 15 3 25 I 10 I 8(13. l) I 53(86.9)1 3 講 ： 1 12� �� I l� I 2� I 11� I l� I 5� I 4� 11���：�： �；＼ぷ： ；院し。；： ；；1:r��務（倒2) (55. o) ooo. o)I (100. o) i (85. 8）ド70.0) （必3) <11. 8) I (87. 2） 伺2) I c川）
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習履修学生 415 人中の女子学生は90人（21 . 7%) 
である。
8 教育実習の半数は 6月に実施




月， 次には 9月， 10月に集中してきている。（表 9
参照） これは， 地域や学校種別に 関係なく見ら
れる傾向である。
｜年度I 5月 I 6月 i 7月 I 8月 I 9月 i 10� i 1rn I 
.� 1�：；rJ;:1�；引��1�1:i；�，��；�，��1�
9 教育実習単位の修得について








































3 開設期間 7月20日（日）から 8月20日（水）
まで、
4 所要経費 1 人 1泊 使用料80円， 怯かに食
費等実費程度





6 備 考 冬季開設は， 12月 10日（水）から
































に林会長，岡本， 相磯両副会長， 広根第 3 ，池田




官， 尾崎事務総長， 茨木給与局長 同 席） に林会
長， 渡辺第6常置委員長， 太田第6常置委員が，
大蔵省に 対しては 同日 高木事務次官 （広江主計













1 .  国立大学の定員に
ついて（要望）
3 .  正課中における学
生の災害事故対策に
ついて（要望）
4 .  大学保健管理施設
の増設・充実につい
て（要望）
5 .  国立大学共同利用
研修施設設置に関す
る要望書
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において 高まって おります。 ところが 顧問教官
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も重大な関心事となりつつある。 本来， 学問の進 について
歩に即応し， 各分野の専門的研究と結びつかなく 現在保健管理センターにおいては，一般的な保
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ない者さえ 生じて いる ことは 甚だ遺憾で ありま
す。
よって， このような事情に鑑み， 現行の奨学金
制度について 以下の 諸点を 改善・拡充 されるよ
う， 特段の配慮を要望いたします。
(1）学部および大学院の学生に対する貸与額を，

































































5 .  各国の大学制度に相違があるので， 学長の国
際交流の実施は国立大学に限る ことなく， 弾力
性のある運用を図る こと。
昭和48年5 月20日より6月10日までの間， 東京 昭和50年6月16日
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ない。 そこで， 現行俸給表における講師の 3 等
級格付けを助教授の 2 等級格付けに変更し， 両
等級の一本化を図る方向で検討されたい。
3 .  引続き， 中堅および若手教官の待遇を大幅に
改善すること。






































ら， 有為の人材確保が 困難な状況にある。 こう
した問題を抜本的に改善するために， 別建ての
俸給表を新設し， あわせて俸給水準を大幅に引
き上げることを強く要望する。
昭和50年6月 17日
国立大学協会
会長 林 健太郎
51 5 
